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１．はじめに 

1981 年に茶谷正洋氏が考案・命名した「折り紙

建築」は世界各地の愛好家に親しまれているが、そ

の設計図の考案は非常に難しい。3 次元イメージを

2 次元で表現できない原因として、「デザイン、原

理の理解が困難」「平易な指南書がない」などが挙

げられる。そこで本研究では「折り紙建築」に用い

られる型や技を抽出し、その整理を試みる。 

２．研究・制作条件 

茶谷正洋・中沢圭子著『折り紙建築／世界遺産を

つくろう！』（彰国社／2005 年出版）を分析対象と

し、まず掲載された全 45 作品を制作した。次に作

品群から抽出した型や技を 108 ㎜×87 ㎜サイズの

ケント紙（折り畳んだ時に名刺サイズ）を用いて

「折り紙建築」の形式で制作し、設計図も作成した。 

３．８つの型 

 分析対象 45 作品から８つの「型」を抽出した

（表１および図１）。表１は、左から使用頻度が高

い順に並べた。使用されている型の合計使用回数は

最下部に示した。図１では型❶から型❽のそれぞれ

の右上に設計図、左下に断面図を示した。この８つ

の型のなかでも、型❶は全ての作品に使用され、他

の型（主として❸❹❺❻❽）の基本のかたちにもな

ることから、「折り紙建築」における≪基本型≫と

位置付けた。また、各作品には少なくとも２つ以上

の型が組み合わさっている。一例を挙げると、作品

No.37 首里城では、図２のように８つの型に移動・

増殖・傾斜などの技が加わり複雑なかたちを表現し

ている。この作品では型❹❺❽が組み合わさる左右

階段と前壁部分が最も複雑なつくりになっている。 

４．「型」の展開 

4.1.基本型❶の展開（図 3） 

図 3-1 技①:移動では、90 度面内（前・上）の

みでの移動が従来基本的な技として用いられてい 

 

たが、他の３方（後方、下方、後・下方）の移動

も新たな型として考えられる。なお、この 3 つの

型は外形こそシンプルであるが、設計図は最も難

解なものになることが判明した。 

図 3-2 技②:増殖は、基本形が増殖することで、

型❸❹❽へ変化する。また、増殖した基本型が移

動することで型❺❻へ変化する。おおよその作品

において用いられている基本的な技だ。 

図 3-3 技③:傾斜は、A 面と B 面の変形によっ

て基本型から他の型へと変化する。これは A 面と

B 面どちらかのみが変化する場合もあり、立体が

飛び出る角度に変化を与える。 

4.2．出隅入隅の処理（図 4） 

 折り目の処理という点で 8 つの型のうち他と異

なる特殊な型❷を取り上げて解説する。型❷はボ

リュームの型というよりは、他の型に＋αの型と

して使用され、細かな意匠を決める際に重要な技

といえる。手法的には先に述べた技③:傾斜の原理

が用いられているが、考え方としては建築におけ

る出隅・入隅の感覚が反映されている。「折り紙

建築」では、山折・谷折(図 4-1)、これらの交わ

る箇所(図 4-2)に用いられる。凹凸のパターンは

出隅入隅各 2 通り、合計 4 通りあり、交差部では

全てのパターンを表現できる場合がある。 

５．おわりに 

 一見、複雑みえても実は簡単なモノの組み合わせ

であることがほとんどだ。そして物事を考える道筋

は決して一本でなく幾重にも分岐し、集合する。そ

んな当たり前で忘れがちの事実を、折り紙建築に関

わる中で再確認することができた。また、折り紙建

築をもとにした立体名刺の考案など、折り紙建築の

多様な可能性には魅せられるばかりだ。 

最後に、今回「折り紙建築」についてアドバイス

をいただいた中沢圭子さんへ謝辞を述べたい。 
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